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衆
議
院
議
員
樽
井
良
和
君
提
出
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府
が
保
有
す
る
重
要
情
報
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管
理
体
制
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
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衆
議
院
議
員
樽
井
良
和
君
提
出
政
府
が
保
有
す
る
重
要
情
報
の
管
理
体
制
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
「
ｅ－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
」
（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
九
日
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社

会
推
進
戦
略
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
行
政
の
事
務
・
事
業
の
情
報
化
を
推
進
し
て
い
る
。

各
府
省
等
共
通
で
ペ
ー
パ
レ
ス
化
（
電
子
化
）
を
実
施
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
政
府
部
内
の
「
連
絡
・
通
知
」
等
五
十
七

事
務
に
つ
い
て
の
電
子
化
が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
政
府
が
「
所
有
す
る
情
報
」
の

す
べ
て
に
つ
い
て
の
電
子
化
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
平
成
十
二
年
七
月
十
八
日
高
度
情

報
通
信
社
会
推
進
本
部
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
推
進
会
議
決
定
）
を
策
定
し
、
各
府
省
等
が
行
う
べ
き
情
報
の
分
類
の
例

と
し
て
、
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
侵
害
が
、
国
民
の
生
命
、
財
産
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
へ
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
」
情
報
を
最
も

厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
水
準
が
求
め
ら
れ
る
「
重
要
性
�
」
に
分
類
し
、
「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
侵
害
が
、
行
政
事
務
の
執
行
等

に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
」
情
報
を
「
重
要
性
�
」
に
次
い
で
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
水
準
が
求
め
ら
れ
る
「
重
要
性
�
」

一



に
分
類
す
る
方
法
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

各
府
省
等
は
、
右
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て
策
定
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
き
情
報
の
重
要
性
に
よ

る
分
類
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
情
報
を
重
要
な
情
報
と
し
て
い
る
か
等
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
な
い
。

二


